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 ： 午前9時30分～午後5時 ※入館は閉館30分前まで

 ： 大阪歴史博物館

 ： 壺井八幡宮

 ： (公財)大阪観光局、羽曳野市、(一財)大阪はびきの観光局

 

開 館 時 間

主 催

特 別 協 力

後 援

①

武
士の故郷は、

大阪にあり

1.16 [金] ～3.15 [日]
令和8年

火 曜 日 休 館

②

会場 : 大阪歴史博物館 6階 特別展示室

詳しくは展覧会特設ページを
ご確認ください

（https://kawachigenji.ocm.osaka/）



⑥　　

⑤

■観覧料　本展覧会は常設展示観覧料でご覧になれます
※団体は20名以上の割引料金
※中学 生 以下、大 阪 市 内 在住の 6 5 歳 以 上

の方（要 証 明 証 提 示）、障 がい 者手 帳 等
をお持ちの方（介護者1名を含む）は無料

〒540-0008　大阪市中央区大手前4-1-32　TEL.06-6946-5728 FAX.06-6946-2662
Osaka Metro谷町線・中央線「谷町四丁目」駅②号・⑨号出口  大阪シティバス「馬場町」バス停前

大　　人

高校生・大学生

個　人 団　体

600円 540円

400円 360円

①木造僧形八幡神像（重要文化財）　②太刀　銘安綱（号　天光丸）（重要美術品）　③源氏白旗　④黒韋威胴丸（壺袖付）（重要文化財）　⑤八幡太郎義家図大皿　⑥八幡太郎凱旋図　伝翠松（部分）

　

　本展では、「木造僧形八幡神及諸神坐像」「黒韋威胴丸（壺袖

付）」（いずれも重要文化財）、「太刀　銘安綱（号　天光丸）」

（重要美術品）をはじめとする壺井八幡宮の社宝と、河内源氏に

関する館蔵資料などを合わせて展示し、「武士の世」の礎を築

いた河内源氏の活躍と伝承、そしてその源流が大阪にあったこ

とをご紹介します。

頼朝・義経、そして尊氏へ。
日本の歴史を動かした「河内源氏」一族の原点

■シンポジウム
「河内源氏の宗廟」壺井八幡宮の中世・近世・そして現代 日　時：令和 8 年 2月1日（日）、3月1日（日）

　　　　いずれも午後 1時 30 分～ 2 時 15 分
　　　　（受付：午後 1時～）

会　場：大阪歴史博物館 4階 講堂
定　員：250名（当日先着順）
参加費：無料
案　内：谷口 正樹（大阪歴史博物館 学芸員）

日　時：令和8年2月14日（土）　午後1時30分～4時30分
　　　 （受付：午後1時～）
会　場：大阪歴史博物館 4階 講堂
定　員：250名（要事前申込）
参加費：1,000円

関 連 行 事  ❶ 関 連 行 事  ❷

講　演① 髙木 大明 氏（壺井八幡宮 宮司）
 「壺井八幡宮のこれまでとこれから」
講　演② 田中 誠 氏（四天王寺大学 講師）
 「中世の壺井八幡宮と通法寺」
講　演③ 谷口 正樹（大阪歴史博物館 学芸員）
 「近世の壺井八幡宮・通法寺の復興について」

■学 芸 員によるスライドトーク

※関連行事の詳細につきましては、後日、当館ホームページ
　（https://www.osakamushis.jp/）等にて、ご案内します。

③

④

※①～④は壺井八幡宮蔵、⑤⑥は大阪歴史博物館蔵

　「八幡太郎」源義家や、源頼朝・義経兄弟、足利尊氏を輩出した「河内源氏」。

そのはじまりは、義家の祖父・源頼信が河内国壺井（現大阪府羽曳野市壺井）

の地に館を建てたことに遡ります。頼信の子・頼義が

石清水八幡宮を勧請して建立した壺井八幡宮は、

源氏の守護神として長らく武家の

崇敬を受け、現在に至っています。

　

※内容は変更となる場合がございます。
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